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ば
、
最
早
不
及
食
靖
、
天
命
次
第
に
可
仕
と
行
候
。
今
喜
多
氏
繋
も
三

難
成
数
年
を
経
候
者
及
乎
足
不
貯
の
者
共
、
奇
効
数
人
有
之
候
陀

付
、
共
段
申
進
候
。

今ま一
主主iii
十 月
月輪
三の
日 内
よ IC
り悶
五 E
日入
迄る
の
内

月
陀

E
賞
候
。

一
タ
は
月
輸
の

内
へ
耐
星
久
候
。
諸
人
見
申
者
有
之
候
。

一
、
師
去
来
僻
需
の
儀
室
鳩
山
揖
来
猷

先
生
御
山
根
邸

秋
季
，
市
の
上
八
月
廿
九
日
大
風
間
陀
洪
水
の
後
、
時
令
の
風
邪
教

流
行
候
。
比
日
は
大
方
止
申
候
。
制
者
も
瓜
筑
波
咳
つ
よ
〈
相
娯
候

故
、
北
ハ
節
は
経
典
抽
出
は
止
め
、
風
裂
を
他
桜
へ
頼
候
て
用
候
。
段
々

致
本
復
候
。
今
程
常
の
過
に
織
成
候
間
可
安
御
心
候
。
但
去
年
以
来

五
百
貼
絵
師
指
紋
下
、
殊
の
外
楽
に
退
屈
い
た
し
、
共
上
食
も
泥
み
候
故

殺
早
十
五
六
日
楽
止
巾
候
。
共
放
食
進
み
筑
配
は
粥
快
〈
臨
時
成
立
候
。

乎
日比
摘
は
同
然
の
中
寒
気
故
陀
候
や
、

此
聞
は
獄
不
宜
、
見
な
ど
は

ひ
し
と
立
不
申
候
。

-
n止
も
ひ
か
れ
不
巾
候
。
手
も
五
指
透
と
不
叶
、

食
も
大
方
人
陀
〈
L
め
ら
れ
巾
位
に
候
。
去
北
ハ
手
跡
は
共
陀
合
せ
候

へ
ば
u
M
程
陀
も
訓
申
候
。
兎
角
紺
疾
に
成
中
々
楽
陀
て
も
参
不
申

候
。
是
主
連
て
宜
〈
致
皮
と
有
候
も
、
天
命
を
不
知
と
申
物
陀
候
へ

可
観
小
設
巷
引
六

十
服
も
被
下
候
得
共
、
少
し
も
効
は
知
之
候
。
今
少
し
援
や
す
め
、

以
後
叉
綴
典
務
用
申
様
陀
も
可
致
候
。
且
ま
た
不
老
揚
な
E
少
し
別

ふ
る
に
て
も
可
有
之
候
。
不
老
川
聞
の
俄
背
勝
太
夫
鮫
よ
り
小
寺
氏

へ
、
委
側
被
巾
越
候
。
此
度
奥
孤
左
衛
門
限
も
御
川
候
て
、
宜
敷
御

党
え
候
由
被
申
越
候
。
兎
角
脊
効
有
之
と
見
え
中
候
。
乍
去
只
今

迄
前
…
築
妙
袈
奇
効
の
由
承
候
て
朋
ひ
見
候
へ
北
ハ
、
少
し
も
効
無
之

候
故
nー
に
も
退
屈
致
候
。
只
此
柿
陀
は
か
ま
ひ
不
巾
、
元
気
b
z
初
出世

い
た
し
申
す
方
の
楽
を
、
折
節
不
絶
被
下
候
は
ど
、
共
内
宜
敷
俄
も

可
有
之
候
干
、

七
十
三
と
申
老
人
の
俄
に
候
へ
ば
、

末
h
k

印
刷
も
無
之

候九
月
十
八
日
御
赦
陀
背
勝
太
夫
殿
、
依
兵
庫
殴
を
御
宅
に
御
招
、

庇

前
の
菊
を
御
賞
剛
酬
の
由
委
細
被
申
越
、
不
純
ぃ
脇
山
VL候
。
老
夫
も
共
地

に
居
候
は
ど
、
御
舎
に
は
必
預
り
可
申
物
を
と
有
候
。
制
去
来
の
俳

の
景
色
を
笠
申
候
小
幅
の
掛
物
、
近
来
御
求
候
を
御
か
け
候
由
、

菊

に
は
相
憾
の
事
陀
候
。
菊
は
久
間
氏
よ
り
郡
御
も
ら
ひ
、
此
皮
盛
に

開
申
候
由
、

位
上
は
や
り
大
義
に
て
は
い
黙
之
小
刻
陀
候
由
。
菊
は
小

花
の
菊
に
極
り
申
候
。
大
輸
の
菊
は
至
極
俗
成
物
陀
て
候
。
陶
砂
防
に

錦
見
候
は
ピ
逃
嫌
可
申
と
有
候
。
頃
日
病
中
部
物
も
と

t
と
見
申
俄
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